




























Interpolation and EXtrapolation method，DIEX 法）を提案し，現地実証試験や室内実験，数
値実験によりその有用性を検証することを目的とする．まず，流量観測の精度や効率を大








測用力学的内外挿法（Dynamic Interpolation and EXtrapolation method for Flood prediction，
DIEX-Flood）を開発した．DIEX-Flood の有用性を評価するために，江戸川・鬼怒川の複数
出水に本手法を適用し，水位内外挿・予測の精度を評価した．最後に，内水氾濫リスクの































第 4 章では，流量算出用 DIEX 法のデータ同化アルゴリズムを水位データ同化手法に拡
張した DIEX-Flood を開発した．DIEX-Flood では，「点」水位観測データをマニングの粗度












第 5 章では，前章までに河川流向けに構築・検証した流量用・水位予測用 DIEX 法を管
路流向けに拡張することで，下水道流量観測システムと内水氾濫危険度評価モデルを新た
に開発した．流量用 DIEX 法モデルの有効性を検証するために，室内実験を実施したとこ
ろ，開水路～遷移～圧力状態のいずれでも V-ADCP による流速計測データを精度良く同化
し，流量算出が可能であることを示した．また，水位予測用 DIEX 法モデルの有効性の評
価のために，仮想的な管路流データからデータ同化用の「点」水位データを作成し，本手
法の水位縦断分布の推定精度を検証した．その結果，水位データ同化によって開水路状態
～遷移状態～圧力状態のいずれでも「線」水位データの推定が可能であった．このように，
河川向けに開発してきたDIEX法およびDIEX-Floodの下水道管路への基本的な性能が示さ
れた．
第 6 章では，本研究で得られた知見をまとめ，既往最大規模を超える洪水にも対応可能
かつ持続可能な高効率・低コスト・高精度の流量観測システムおよび洪水予測システムを
提案した．
